














































































































































































































































































































































































(3) 柳田国男『交性と民間伝承~ 1932年、岡書院より初版刊行 (W柳田国男全集1第6巻所収、 1998年、
筑摩書房)、柳田国男『妹の力~ 1940年、創元社より初版刊行 (W柳田国男全集1第11巻所収、
1998年、筑摩書房)、瀬川清子『婚姻覚書~ (1957年、講談社)、同『女のはたらき 衣生活の歴史
~ij (1962年、未来社)、同『女の民俗誌 そのケガレと神秘一~ (1980年、東京書籍)、江間三枝
子『飛騨の女たち~ 0942年、三国書房)、同『白川村の大家族ij (1943年、三国書房)、同『飛騨
白川村.ij (1975年、未来社)、大藤ゆき『児やらい~ (1967年、岩崎美術社)などがあげられる。
(4) r女性民俗学研究会」は前身を「女の会」と称し、 1956年に機関誌『女性と経験』を創刊する o そ
の後会員も増えて大きな研究会となり、途中機関誌の休刊はあったものの、例会活動は休むこと
なく今日まで続けられている。
(5) オナリ神信仰については、伊藤幹治『沖縄の宗教人類学~ (1980年、弘文堂)、村武精~ w家と女
性の民俗誌ij (1 992年、新曜社)、渡漫欣雄『世界の巾の沖縄文化~ (1993年、沖縄タイムズ社)な
どを参照のこと。
(6) 伊豆諸島のフナダマササギについては、大間知篤三『八丈島 その民俗と社会~ (1951年、創元社、















(14) フィリップ・アリエス W<子供>の誕生~ 1980年、みすず書房
(15) 落合恵、美子『近代家族とフェミニズム~ 1989年、勤草書房
(16) 落合恵美子 W21t吐紀家族へ D 1994年、有斐閣
(17) 務合恵美子 W21世紀家族へ1(詳細は前掲)
(18) 伊藤公雄『く男らしさ〉のゆくえ~ 1993年、新曜社
(J9) 務合恵美子 W21 世紀家族へ~ (詳細は前掲)
(20) 落合恵美子 W21世紀家族へ~ (詳細は前掲)
(W 筆者の民俗学における家族研究の展翠に関しては、拙稿「民俗学におりる家族研究の課題一民俗
学と近代家族論の接点を模索する一J (U近代国家と民衆統合の研究 祭記・儀礼・文イ七~ 2004年、
併教大学総合研究所)を参照のこと o
〔付記〕
本論文は、平成15年度{弗教大学特別研究費助成による研究成果の一部である。ここに記して謝意を表
する。
- 84ー
(ゃぎ とおる人文学科)
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